
NPO かねやま電雪 企画 学習交流会 

「脱炭素化と再エネ・省エネの地域課題」 

2022年 12月 4日 

 気候危機が地球規模で広がる中、2020 年 10 月、政府は 2050 年までに温室効果ガスの排

出を全体としてゼロにする、カーボンニュートラルを目指すことを宣言しました。それを受

けて「ゼロカーボン宣言」をする自治体が増えています。金山町も 11月 3日、佐藤町長が

宣言しました。 

 しかし、生活に欠かせない電気の多くは石炭やガスを使った発電所から供給され、車や重

機は石油を動力とし、冬季暖房も多くは灯油・重油に依存しています。本当に、私たちは化

石燃料依存の社会から離脱できるのでしょうか。 

 一方、金山町のような山間地は、森林、太陽、風や水や雪など自然エネルギーは豊富であ

り、さまざまな工夫でこれらを利用しながら化石燃料からの脱却は可能と言われています。 

 今回、県内で自然エネルギーの利活用や断熱・省エネなどで、指導的役割を果たしている

三浦先生を講師に、金山町におけるゼロカーボン談義を一緒に行ってみることにしました。 

 

講師：三浦秀一氏 東北芸術工科大学 建築環境デザイン学科教授 

やまがた自然エネルギーネットワーク代表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本日のプログラム予定 13：00～15：00（15：30） 

・開会挨拶 小沼正和 

・町長挨拶 佐藤英司 

・講演 「脱炭素化と再エネ・省エネの地域課題」 三浦秀一 教授 

・報告、意見交換など 

  報告 1 小島一二三 「金山川水系の実地調査から」 

  報告 2 水戸部秀利 「ソーラーシェアリング実証実験の 3 年」 

  報告 3 柿崎有希 「ソーラーシェアリングの研究から」 

  報告 4 プロジェクト ウサミ 「宮城のソーラーシェアリングの実例」 

 質疑・応答 

・閉会挨拶 柴田清正 

最近の著書から 
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水路想定t発電諸元

1流藍設備利用率轟く流況曲線からまとめ) 
集水面頼　22,500km2　　　　　最大使用水量　　1.400m3売 

流量設備利用率 
最大　　　平均　　　最小 
76.2%　　　　69.8%　　　　62.9% 

m総括表 � 
河川名　金山川　　　　有効落差 �13.6m 
種別　　一級指定　最大使用水量 �1.400爪3/s 

総合効率 �75% 
最大出力 �140.1kW 

停止率 �5.0% 

最大　　　平均　　　最小 
年間発轄藍 �888,000　　813,000　　733,000 

設備利用率 �0　　　　66.2%　　　　　　0 
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水路想定・発寓諸元

書流里設備利用率轟く流況曲線からまとめ) 
築水面穏　22.500km2　　　　　最大使用水距　　　置,400m3/s 

流量設備利用率 
最大　　　平均　　　最小 
63.2%　　　　55.8%　　　　47.9% 

■総括表 � 
河川名　金山川　　　　有効薄暮 �56,2m 
種別　　一級指定　最大使用水量 �1.400調3/s 

総合効率 �75% 
最大出力 �578.4kW 

停止率 �5.0% 

最大　　　平均　　　最小 
年間発配置 �3,041,000　　2,684,000　　2,303,000 

設備利用率 �0　　　　53.0%　　　　　　0 
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発電出力等の試算

・項　　　　目 ���単位 �報賞 流曇8雌雄辱 � � �備考 

規地データ �総落差 �H �m �65 � � �I 

流量 �Q �m3/∴s �0。の8 � � � 

管路延長 �」 �m �950 � � � 

出力計算 �管内流速(仮定) �Q �m/こ �1 � � � 

水圧管内径鮒算値) �D �m �∵守・∴ � � �(a士仮定流速) 

水圧管内径(適用口径) �D �m �寄。4 � � � 

流速(適用流速) �V �m/容 �覿舗載曹 � � � 

粘度係数 �n � �∴0.01 � � � 

係数 �f � �親電弼鰯轡 � � � 

損失落差 �Hioss �m �漣.8排:∴ � � � 

有効落葦 �自e �m �駒:講 � � � 

水車発電機総合効率 �叩 � �0き7 � � � 

発雷機出力 �P �kW � �� � .∴∴∴　　　∴∴∴∴∴∴+∴∴∴:∴千一∴ � � 

出力
年間時間
設備利用率
年間発電量
売雷単価
年間売り上げ

35 kW

8760 h

O細8

245280榔鮎

34円

8タ339,520円
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イワナの養殖いけす 沢水の出口（落差10ｍ？）

自転車水車発電（2.5W)
音楽を聞く程度

mitob
タイプライターテキスト
追加報告（水戸部）

mitob
タイプライターテキスト



アルミニウム合金300W水力発電機
(Size:130mmx114mm) 落差10ｍ以上

￥11,009

8WのLED電球×6個
≒50W

もしこの発電機を1年間使ったら
発電総量＝50W×24時間×365日

＝438KWh
1KWhの家庭電気料金25円とすると
438KWh×25円＝10950円



豪雪・山奥でのソーラーシェアリング実証実験

mitob
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月別発電量の推移（3年間）

累計 58422KWｈ （売電収入 1156756円）

≒ 50（石炭）～25（ガス）トンのCO2削減

期待発電量 実績発電量





山形県金山町における
ソーラーシェアリングの可能性

東北芸術工科大／柿崎有希

写真：NPOかねやま電雪発電設備

mitob
タイプライターテキスト
報告3（柿崎）



県内でのソーラーシェアリングの取り組み

2



県内の事例調査

3

■ソーラーシェアリング設備データの調査結果

発電所名 かねやま電雪
ひらた石橋

ソーラーファーム
みつばち発電所

東根市羽入
（水田）

東根市羽入
(わらび畑)

設置場所 金山町 酒田市 米沢市 東根市 東根市

土壌 畑 水田 水田 水田 畑

パネル出力 21.6㎾ 84㎾ 181㎾ 30㎾ 68㎾

パワーコンディショナー出力 20㎾ 49.5㎾ 160㎾ 29.7㎾ 49.5㎾

パネル枚数 72枚 672枚 約700枚 324枚 648枚

支柱高さ 2.5ⅿ 3ⅿ 3ⅿ 3ⅿ 3ⅿ

設備投資 640万 約1,500万 約5,000万 約700万 約1,400万

1㎾当たりの設備費
(設備投資÷パネル出力)

約30万 約18万 約27.6万 約23万 約20.6万



畑でのソーラーシェアリングの可能性

4

■稲作と畑作の比較

畑作事例
場所
１）金山町有屋
２）東根市羽入

使用農機
小型・手作業
稲作ほど作業に気をつ
かわなくてよい

稲作事例
場所
１）酒田市石橋
２）米沢市窪田
３）東根市羽入

使用農機
大型
支柱に当たりやすい、
距離間隔に気をつかう

金山町では
畑でのソーラーシェアリングに注目する

出典：JA全農ウィークリー

▼畑作で使われる農業機械・器具



米穀, 834, 78%

ニラ, 38.5, 4%

大豆, 65, 6%

そば, 75, 7%

ユーカリ, 35, 

3%

その他, 20, 2%

令和3年度作付面積(ha)

データ元：JA金山

5

ニラ畑でのソーラーシェアリングの可能性

■ソーラーシェアリングに向く作物の条件に該当する

１．遮光率に影響しない陰性植物
２．草丈が低い（約50㎝）
３．大型機械を使わない（手作業・鎌）

▲ニラ高さ50㎝未満 ▲収穫に使われる鎌



ニラ畑の現地調査

場所：金山町朴山地区（赤線枠内）
株間隔：20㎝以下
列間隔：50~60㎝

6



発電設備の設置規模・ニラ

7

ひとつのスペースあたり
0.8kW発電(4ｍ×4ｍ)×35

＝全体で28kWの発電が可能

※1kWの発電に20㎡の面積を必要とした場合



新電力
会社

送電線
(東北電力) 電力

需要地
農業者

ソーラーシェアリングの電気を電力会社に売電するときの売電単価

FITを使うと 単価10円/kWh（固定価格買取制度）

発電設備に補助金は使えない

FITを使わなければ 単価12円/kWh程度（新電力会社の相場）

発電設備に1/2補助金が使える

8



9

ニラのソーラーシェアリングのコスト計算
（電力会社を経由して全量売電）

売電単価12円/kWh（新電力へ売電した場合の相場価格）
設置費用17万円/kW、1/2補助金利用後の価格8.5万円/kWで設置した場合

約8年での設備費回収ができる

設置費用はプロジェクトウサミ発電設備を参考

新電力 需要地農者

パネル導入費用
（1/2補助後）

年間売電収入 回収年数

パネル容量
28kW

238万円 29万円/年 8年



10

ブルーベリーでの観光農園型ソーラーシェアリングの可能性

▼ブルーベリー観光農園の事例
（神奈川県相模原市）

【ブルーベリーの太陽光発電との相性】
→半陰性植物であるため、
ソーラーの遮光による影響の心配がない

【町内での実現の可・不可】
→町内にありやブルーベリー園があり、可能

金山町でブルーベリーの
観光農園型ソーラーシェアリングを
実現できる可能性がある

画像出典：さがみこファームNOTE



11

ありやブルーベリー園の現地調査

■ありやブルーベリー園概要

場所：金山町大字有屋入有屋（赤枠線内）
耕地面積：10a（50m×20m＝1000㎡）
事業主体：柴田工務所 柴田育子 様
植栽本数：約200本



発電設備の設置規模・ブルーベリー

ひとつのスペースあたり
0.8kW発電(4ｍ×4ｍ)×44

＝全体で35.2kWの発電が可能

※1kWの発電に20㎡の面積を必要とした場合



13

ブルーベリーのソーラーシェアリングのコスト計算
（電力会社を経由して全量売電）

売電単価12円/kWh（新電力へ売電した場合の相場価格）
設置費用17万円/kW、1/2補助金利用後の価格8.5万円/kWで設置した場合

約8年での設備費回収ができる

設置費用はプロジェクトウサミ発電設備を参考

パネル導入費用
（1/2補助後）

年間売電収入 回収年数

パネル容量
35.2kW

299万円 37万円/年 8年



↓既存設備の色分け

■電力の自家消費
電気柵（赤線部分）に使用する電力を
ソーラーシェアリングで発電した電力でまかなう

■既存設備のソーラーシェアリング設備での代用
①害虫ネットの支柱（黄）
②フェンス（白）
③ブルーベリーの支柱（紫）
（①~③をソーラーシェアリングの支柱で代用）

発電設備での支柱代用案

14



東立面図 S=1:100

東立面図 S=1:100

Before：現在の設備

After：ソーラーシェアリング設備設置後

※グレー部分が害虫ネット
畝数が一列あたり12~19であるため16で想定し、
架台間隔は4ⅿとしている

発電設備設置後と設置前

■既存設備のソーラーシェアリング設備での代用

右図面より、害虫ネットの支柱については
架台の支柱で代用できる可能性がある

15



企業出資型で行うソーラーシェアリングの可能性

16

株式会社でん六と金山町が、プロジェクト「ビーナッツ」に取り組んでいるため、
企業出資型のソーラーシェアリングでの取り組みが実現できる可能性がある

出典：でん六HP

【落花生の太陽光発電との相性】
→陽性植物であるため、
十分な日照確保の工夫が必要



17

落花生畑の現地調査

■落花生畑概要

場所：金山町大字下野明（赤枠線内）
事業主体：農業法人いずえむ 青柳栄一 様



18

発電設備の設置規模・落花生

ひとつのスペースあたり
0.8kW発電(4ｍ×4ｍ)×62

＝全体で49.6kWの発電が可能

※1kWの発電に20㎡の面積を必要とした場合



19

落花生のソーラーシェアリングのコスト計算
（電力会社を経由して全量売電）

売電単価12円/kWh（新電力へ売電した場合の相場価格）
設置費用17万円/kW、1/2補助金利用後の価格8.5万円/kWで設置した場合

約8年での設備費回収ができる

設置費用はプロジェクトウサミ発電設備を参考

新電力 需要地農者

パネル導入費用
（1/2補助後）

年間売電収入 回収年数

パネル容量
49.6kW

422万円 52万円/年 8年



①個人出資
個人での出資パターン

銀行からの借り入れ等によって実現可能
設備費用は全負担
補助金制度を利用できる

得られる利益
・農業収入
・売電収入

出資のパターン

20

②企業出資
電力需要施設側からの出資パターン

例：株式会社Aがソーラーシェアリングで発電した電力を
求めており、農家Bの土地を借りて発電設備を導入したい
場合

上記の例の場合、設備費用は株式会社Aが負担する
ため、農家Bには設備費用の負担がない
また、株式会社Aから農家Bに対して借地料が支払われる

得られる利益
・借地料



ソーラーシェアリングの電気を
自営線で隣接施設に売電するときの単価

施設が現在購入している電気の単価と同じ単価で売る

電気料金20円＋燃料費調整額16.00円＋再エネ賦課金3.50円

＝39.5円/kWh

発電設備に1/2補助金が使える

電力
需要者

農業者
自営線

21



電力使用量の調査

22

データ提供をいただいた企業・施設
■金山ケミテック 様
■山形アキレスエアロン 様
■認定こども園めごたま 様



電力使用量の調査（認定こども園めごたま）
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年間で電力の需要が最低・・・5月
→5月を中心に見ることで、発電した場合に電力を
余さない自家消費での検討を行う

5月は1時間あたり15kWの電力を使用している

2021年度の需要電力最低・発電量最高月グラフ（5月）
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認定こども園めごたま

30kWの発電には600㎡の面積が必要

24※1kWの発電に20㎡の面積を必要とした場合

ひとつのスペースあたり
0.84kW発電(4.1ｍ×4.1ｍ)×36

＝全体で30kWの発電が可能

めごたま園前の田んぼでは
20kW（0.84kW×24）の発電が可能

自営線
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認定こども園めごたまのソーラーシェアリングのコスト計算
（自営線で自家消費）

自家消費単価39.5円/kWh（節約できる電力会社からの購入価格）
設置費用17万円/kW、1/2補助金利用後の価格8.5万円/kWで設置した場合

約3年での設備費回収ができる

設置費用はプロジェクトウサミ発電設備を参考

パネル導入費用
（1/2補助後）

年間節約額 回収年数

パネル容量
30kW

255万円 87万円/年 3年



金山町において・・・

• ソーラーシェアリングの実現は可能
• ソーラーパネル下で栽培する作物はニラが最適
• その他の作物として、ブルーベリーと落花生での検討が可能
• 自家消費ができる場合の取り組みは、
電気料金高騰の解決策として大いに有効的

• 取り組みを3~8年継続することによって得られる売電収入が、
農業者にとっての第二の収入源となりうる

結論
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2022/11/28

株式会社ＨＭドリーム　　代表取締役　及川　浩様　案件

再生可能エネルギーの固定価格買取（FIT)制度を活用した太陽光発電シミュレーション

【前提条件】 【設置場所】
投資金額 1,700 万円 ※消費税、および土地代を含む 宮城県黒川郡大和町宮床
発電容量 102.6 ｋW 450W X 228枚 総額で計算
システム単価 16.6 万円/kW 【発電量】
FIT買取単価（税込） 19.8 円/ｋWh ※消費税含む 参照地点 大衡 方位角 真南 傾斜角 20 度 総額で計算
FIT買取期間 20 年

メンテナンス費用 8.0 万円/年 平均日射量 日数 1-温度ロス 1-その他ロス 2-その他ロス 発電容量 発電量 年間売電収入 ※表面利回り＝年間収入÷購入価格×100

法定耐用年数 17 年　※定額法で計算 （kWh/ｋW・日） （日） 方位・傾斜 （ｋW) （ｋWh) （千円） ※投資回収期間＝システム構築費用÷年間売電収入

固定資産税　税率 1.4 ％ 1月 2.56 31 0.95 0.93 0.9 102.6 6,474 129
保険料率 6.8 万円/年 システム構築費用の0.4%を想定 2月 3.30 28 0.95 0.93 0.9 102.6 7,538 150
地代 15 万円/年 3月 4.12 31 0.93 0.93 1 102.6 11,334 225
実行税率 ％　※繰越欠損は考慮しない 4月 4.64 30 0.93 0.93 1 102.6 12,352 245
廃棄費用 万円　※投資金額の10％を20年目に計上 5月 4.74 31 0.93 0.93 1 102.6 13,039 259
設備効率低下 0.5 ％ 6月 4.24 30 0.9 0.93 1 102.6 10,923 217

7月 3.86 31 0.9 0.93 1 102.6 10,276 204
＜借入金A＞ 　※地代購入費、造成費、連系費を含む 8月 3.94 31 0.9 0.93 1 102.6 10,489 208
金額 万円 円/月 9月 3.32 30 0.93 0.93 1 102.6 8,838 175
金利 ％ 0 円/年 10月 3.15 31 0.93 0.93 1 102.6 8,665 172
期間 10 年　※元利均等返済 11月 2.53 30 0.93 0.93 1 102.6 6,735 134
＜借入金B＞ 12月 2.25 31 0.95 0.93 0.85 102.6 5,374 107
金額 万円 合計 112,040 2,225
金利 ％ ※平均日射量は、（独）NEDOの日射量データベース閲覧システムに基づく数値。

期間 年 ※太陽電池の素子温度上昇によるロスを12-2月は5％、3-5月及び9-11月は7％、6-8月は10%に設定。

自己資金 万円 ※受光面の汚れやパワコン電力変換等のその他要因によるロスを7%に設定。

調達金額 万円 ※その他、方位、傾斜角によるロスを条件に応じ設定。

※気象状況等により変動があり、本シミュレーションは売電料金を保証するものではありません。参考データとしてご利用下さい。

【損益】 2年目以降 99.50% (単位：千円）
０年目 １年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 ６年目 ７年目 ８年目 ９年目 １０年目 １１年目 １２年目 １３年目 １４年目 １５年目 １６年目 １７年目 １８年目 １９年目 ２０年目 合計

売上高 2,225 2,214 2,203 2,192 2,181 2,170 2,159 2,148 2,138 2,127 2,116 2,106 2,095 2,085 2,074 2,064 2,054 2,043 2,033 2,023 42,448
売上原価及び販管費計 1,885 1,490 1,476 1,462 1,448 1,434 1,420 1,406 1,392 1,378 1,364 1,350 1,336 1,322 1,308 1,294 1,280 280 280 280 24,885

メンテナンス費用 80 80 80 80 80 80 80 80 80 80 80 80 80 80 80 80 80 80 80 1,520
減価償却費 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 17,000
固定資産税 236 222 208 194 180 166 152 138 124 110 96 82 68 54 40 26 12 12 12 12 2,144
損害保険料 66 68 68 68 68 68 68 68 68 68 68 68 68 68 68 68 68 68 68 68 1,358
賃借料 120 120 120 120 120 120 120 120 120 120 120 120 120 120 120 120 120 120 120 120 2,400
電力工事負担金 463 463

営業利益 340 724 727 730 733 736 739 742 746 749 752 756 759 763 766 770 774 1,763 1,753 1,743 17,563
営業外収益

営業外費用
支払利息A 0 0 0 0 0 0 0 0 8 8
支払利息B

経常利益 340 724 727 730 733 736 739 742 746 741 752 756 759 763 766 770 774 1,763 1,753 1,743 17,555
課税所得 340 724 727 730 733 736 739 742 746 741 752 756 759 763 766 770 774 1,763 1,753 1,743 17,555
法人税等 0
当期純利益 340 724 727 730 733 736 739 742 746 741 752 756 759 763 766 770 774 1,763 1,753 1,743 17,555

【キャッシュフロー】
０年目 １年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 ６年目 ７年目 ８年目 ９年目 １０年目 １１年目 １２年目 １３年目 １４年目 １５年目 １６年目 １７年目 １８年目 １９年目 ２０年目

営業キャッシュフロー 1,340 1,724 1,727 1,730 1,733 1,736 1,739 1,742 1,746 1,741 1,752 1,756 1,759 1,763 1,766 1,770 1,774 1,763 1,753 1,743 34,555
当期純利益 340 724 727 730 733 736 739 742 746 741 752 756 759 763 766 770 774 1,763 1,753 1,743 17,555
減価償却費 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 0 0 0 17,000
運転資本の増減

投資キャッシュフロー
投資
処分

財務キャッシュフロー
借入

借入金A
借入金B

返済
借入金A返済 0 0 0 0 0 0 0 0 10 10
借入金B返済

キャッシュの増減額 1,340 1,724 1,727 1,730 1,733 1,736 1,739 1,742 1,746 1,731 1,752 1,756 1,759 1,763 1,766 1,770 1,774 1,763 1,753 1,743 34,545
キャッシュの期首残高

キャッシュの期末残高

【主な資産および負債】
０年目 １年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 ６年目 ７年目 ８年目 ９年目 １０年目 １１年目 １２年目 １３年目 １４年目 １５年目 １６年目 １７年目 １８年目 １９年目 ２０年目

資産
負債
借入金A

借入金B

投資回収期間※ 7.6年

20年間総売上 4,245万円

20年間純利益 1,756万円

利回り※ 13.1%
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営農型両面パネル20°全景 近景

営農型片面パネル20°
全景

野立て両面パネル30°
全景

真北～真南方面の写真（撮影日:2022/11/29）



比較条件　　PCS出力:49.9kW     PV出力:102.6kW（換算済）    場所：宮城県黒川郡大和町宮床地内半径1Km圏内
(単位:Kw)

2022年1月 2022年2月 2022年3月 2022年4月 2022年5月 2022年6月 2022年7月 2022年8月 2022年9月 2022年10月 2022年11月 2022年12月 合計 平均

営農型両面パネル 20° 7,670 7,310 10,540 11,737 12,451 10,645 10,586 9,413 8,764 8,741 7,763 105,620 9,602

営農型片面パネル　20° 6,966 6,420 9,864 11,497 12,125 9,130 9,952 8,776 8,270 8,424 7,565 98,990 8,999

野立て両面パネル　30° 5,235 9,034 10,168 10,974 9,463 8,954 7,989 7,392 7,399 6,310 82,918 8,292

11月28日までの実績ベース

2022年1月 2022年2月 2022年3月 2022年4月 2022年5月 2022年6月 2022年7月 2022年8月 2022年9月 2022年10月 2022年11月 2022年12月 合計

営農型両面パネル 20° 140% 117% 115% 113% 112% 118% 118% 119% 118% 123% 127%

営農型片面パネル　20° 123% 109% 113% 110% 96% 111% 110% 112% 114% 120% 119%

野立て両面パネル　30° 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100%

★　営農型両面パネル使用　パネル勾配 20°が最も発電量が良い

架台タイプ別太陽光発電システムにおける発電量比較
2022/11/28

株式会社プロジェクトウサミ

浅野　俊彦
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